《世間と社会》は《日本と西洋》を比較できる規準だろうか?(1) by 河野 眞
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この百年の間わが国において社会科学が発展してきたが、驚いたことにこのように重要な世間という言葉
を分析した人はほとんどいない。私達は学校教育のなかで西欧の社会という言葉を学び、そこで社会学者が世間 論じなかったという問題があるのです。
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実際日本においては「社会」という訳語が用い始められるまでは主として世間・世の中という言葉によっ
て社会を言い現していた。そうしてこれらの言葉が社会という言葉よりも劣っているわけでは決してないのである。シナにおいては郷民為社会（近思録）などと言われるごとく、宗教的意味に結びついた小さい村落共同態が社会と呼ばれた。社はもと土の神であり、その祭儀が集団の根柢となったのである。しかしこの宗教的な意味のほかには社会は主として「団結事をともにする」ところの集団の意味をのみ現し、社会の時間的・空間的性格には何ら触れるところがない。しかるに世間・世の中という言葉は 右のごとき社会の意を現わしつつ、 おそ 上に古い伝統に従って何らか場所的な の、絶えず推移するも いう意を含んでいる。世の中は行為 な連関として必ず「間」 「中」のいうひろがりを意味する ともに、また同じく行為的な連関であるがゆえに必ず移り変わるものである。
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?聞くところによれば、彼の姉妹は婚約を解
消され、父親は・・・自殺してしまったという話である。この
姉妹や父親はいったい何をしたというのであろうか
。本人達が・・・・事件には何の関わりもないことは明
らかである。にもかかわらず彼らは「世間を」をはば って生きなければならないのである。
このような事態はど にでも見られる。しかし、寡聞にして民俗学者や社会学者がこの問題について解説
した例を聞いたことがない。私は、このようなことが起きるのは、日本の歴史に伝え れている「ケガレ」が生き残っている めだと考えている。 「ケガレ」については民俗学者達がいろいろなことを言っているが、現在も観察されるこのような事態につ て の観念で説明した人を私は知らない。
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二〇世紀の五〇年代の終わりに、アイフェル地方
のある寒村で一つの事件が起きた。それを報道したり、論じたりするにあたって、新聞記事はもちろん、学術雑誌においても、仕
ジッテ
来りの語が氾濫した。しか
しそれだけに、この概念の問題性を目の当たりにする好例でもあった。そ 村のある娘に、隣村の若い男が恋を た。村の若者たちは、従来通り そ 男に対して若者たちが集 て酒を飲むための金を出すよう 要求した。 かし男は応じなかっ 。そこで最初の制裁になっ 材木を鋸で挽い おが屑を、 の家から二キロメートル離れたその恋人の住居まで撒いて線を引いたのであ それに類し 動きはそ 後もつづき、 遂に結婚式で爆発した。寒村の青年たちは、二人の結婚式 前夜、そのカップル 向け 罵倒の意味の騒音 立 る挙に出た。ちょうど 上
オーバー
部バイエル
ンの山羊皮たちの な現れ方をして、鍋の蓋や真鍮
器物や、その他の音の出る雑多な道具類でけたたま
しい雑音を立て 。しかもそれは、一週間にわたって毎夜 こなわれた。花婿が裁判所に訴えたところ、嫌がらせを止めるようにと 仮処分が出された。しかし騒音は続 た。次いで、十人余りの青年が訴えら彼らは裁判所から警告を受けたが、 それを境に騒音 立てる若者 顔ぶれが変わり その多くは仮装してやって来るようになった。そし 遂に制裁（差別）は、いわゆる驢馬の結婚式において頂点に達し 。これにつ
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いて言えば、一般的には、ことさら奇妙な格好に扮したカップルが登場し、驢馬であると言い渡され、さらに《これなる夫婦から生まるる子らは 驢馬の仔と名づくべし》との申し渡しを受ける運びの悪ふざけである。今回の場合には 裁判所は、それが名誉毀損に当た として事前に禁止した。しか 、禁止措置は、迂回路をとることをうながした 大きな民衆祭が企画され、そこに驢馬の演劇を上演するとの提案が公式になされたのである。 れが地元自治体の許可 得ると 九五八年の夏、住民七〇人の寒村 、近隣はもちろん、やや遠方からも人々が押し寄せ、一万五千人もの観客が列 なした。目玉は、入場料一人一・五マルクの驢馬の演劇であった。
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一九七四年の二月二〇日、カーニヴァルの季節の真っ最中、ドイツのライン地方の小さな町でもこの地方
では盛んな《女の謝肉祭》の前夜だった。その日、 二七歳のカタリーナはプライヴェートなダンス・パーティに出かけた。そして仮装舞踏会 手伝いをするうち、会場にやって来たゲッテンという若い男性と気が合って何度も踊っ カタリーナのアパートに帰 二人は 夜を共に過ごし 。翌朝、物々しく武装した警官隊がカタリーナの部屋に押し入り、家内をくまなく捜索した。ゲッテンは当時西ドイツで政治的な主張を背
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景に形成された過激派の一人で、大資本への攻撃と資金の確保を目的として起きていた銀行強盗の容疑者であった。そして仮装舞踊会 前から警察に尾行されていたのである。しかし、警察が踏み込んだとき、ゲッテンは出て行った後だった。カタリーナは重要参考人として警察署で厳しく取り調べられた。新聞はそれを報道するだけでなく、彼女の離婚した過去や日ごろ
の行状を書きたてた。記事の中には根拠のないものやで
たらめも多かった。 警察から帰宅した彼女を待っていたのは、 ひっきりなしのいたずら電話や下卑た手紙 った。こ えかねてゲッテンにかけた電話かきっかけ 隠れ家がつきとめられ、彼は逮捕された。一方、快方に向かっていたカタリーナの母親は記者 ちの執拗な取材攻めで病気を悪化させて死亡 。 外出す ば、たちまち人々の好奇の目にさらされるようになった 、中傷記事 書 新聞記者の一人ヴェルナーに単独で会見を申し入れた。そして悪びれる風もなく軽薄に喋りつづける彼に向けてピストル 引き金をひいた。彼女は自首し 刑務所 送 れた。その頃、ヴェルナーの葬儀には報道関係者の殉職と て多の人々が参列し、式 荘重に執り行なわれてい
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作業仮説としてあらかじめ次のように世間を定義しておこう。世間とは個人個人を結ぶ関係の輪であり、
会則や定款はないが、個人個人を強固な絆で結び付けている。しかし、個人が自分からすすんで世間をつくるわけではない。何となく、自分の位置がそこにあるものとして生きている。世間には、形をもつものと形をもたないものとがある。形をもつ世間とは、同窓会や会社、政党の派閥、短歌や俳句の会 文壇、囲碁や将棋の会、スポーツクラブ、大学の学部、学会などであり、形をもたない世間とは 隣近所や、年賀状を交換したり贈答を行う人 関係をさす。本書においては、主として形をもたない世間について考えてみたい。
世間には厳しい掟がある。それは特に葬祭への参加に示される。その背後には世間を構成する二つの原理
がある。一つは長幼の序であり、もう一つは贈与・互酬 原理である。長幼の序につ ては説明は不要であろう。贈与 ・ 互酬とは、 対等な関係において 貰った物に対してはほぼ相当な物を贈り返すと う原理である。
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これによって今日のクリスマスを把握したことになるだろうか。冷静に考えるなら、遅くとも十二月初め
あたりまでに私たちがクリスマス・ツリーのために夜も眠れないといったことが起きてはいないのでないだろうか。むしろ私たちをわずらわせ、頭痛の種になっているのは、プレゼントであろう。秘書の女性が《今年はお互いに何も贈らないようにしましょう》と言っ と 、それをまともに受けとめることができるだろうか。隣家の少年にはそう感謝するといった関係で
はないが、少年の両親は感じのよい人たちで、私たちに
気を使っていてくれるのだか 、何かしな といけないだろう 。甥っ子も、そう頻繁に付き合っているわけではないが、やはり何かプレゼントを 方がよ だろうな。こういう心配 ずなのです。
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『世間胸算用』の主題は「大晦日世はさだめなき定めかな」につきるであろう。その定めとは、借銭は返さなければならないという世間を貫く互酬関係の鉄則である。今でも、借銭を返済するために、強盗を犯す人があとを絶た いのは、世間の厳しい掟がわれわれをしばっているからであるが、西鶴はそのことを大晦日に限定して浮き彫りにしてみせた。 ・・・・問題は、大晦日に限定されてはいるが、借銭は返さなければ生きていけないという世間の掟であり、それ
はいまでも生きている。世間のあり方は西鶴 時代と今でも変 ってはいないのである。世間 存続 限り、互酬関係の絆はこのような形で生き延びる可能性が高い。
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日露戦争が勝利のうちに終わり、兵士が凱旋してくるに当たって凱旋祝賀会を開き、軍人遺族を慰藉する
ための義捐金の募集である。主人公は手紙をさっさと畳んで知らん顔をしている。東北地方の凶作に対して義捐金を求められたときには二円か三円出しはしたが、会う人毎に義捐を取られた、取られたと吹聴したという。義捐金は猫が語っているように自分から差し出すもので取られるものではないことは決まっている。にもかかわらず日本人はこ 種の醵出を求められたとき、駅前で赤い羽根募金にいく いくら などと、今でも「取 れた」といいがちなのである。善意の募金であろう 国民の義務である税金であろうと日本人はそれを醵出す際に「取られた」 う想いを否定できないのである。
何故なら日本人がこの種の募金に応ずる際には、たいていの場合何らかの組織が間に入ってい 、そこで
の人間関係が頭に浮かぶ らである。誰々が募金に応じているかどうか、そしてそれがいくらであったかなどのことがすぐに び、それを勘案し、組織の一員としての義理と て募金に応ずる場合が多いのである。したがって自らの考えにしたがってではなく、義理として募金に応ずるのだから「取られた」という感じが残る である。
??
?
??
そもそもこの作品は猫の目を通して人間社会を描くというふれこみになっているが、実はただの人間社会
ではなく、 長い歴史の中で日本人の生き方に特定の枠をはめてきた「世間」を描こうとしたものなのである。そのよう 意味では西鶴に連なるものであり、文章もその流れを継いでいる。そして『坊っちゃん』と同様にこの作品が長い間わが国で読み継がれてきた最大の理由はまさに「世間」を対象化 ようとしたその姿勢にあり、他 作家が今に至るま 誰一人とし なし得なか
ったことをこの時代にすでに行っていたからなの
である。
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毎年十月に神々は出雲に集まって国々へ遣わす年
としとく
徳の神を選定する。神様も上方へは希望するが、田舎の
正月はあまり好まれない。泉州堺の町人は表向きはしもたやに見せて、中は広く取り、始末をして暮らしている。目の前でとれる桜鯛も京都に出荷し、自分達は磯でとれる小魚で済ますような暮らしをしている。年
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徳の神が大晦日の夜に店構えの良い商人の家に入ってみると、灯明もあげておらず、気味が悪いと思ったが、いったん入ったからにはしょうがないし、他 行 他の神と鉢合わせになるのも具合が悪いので、ここではどんな正月を祝う かと待っていた。夕方から掛取りが何人も押し掛け、女房が苦労して追い返している。掛取りが大勢集まったとき、丁稚 返ってきて、旦那様は林の中で盗賊に連れて行かれたという。それを聞いた 達が諦めて帰る 、丁稚はこっそり集金してきた金を出した。亭主は納戸に隠 ていたのである。こうして掛取りを追い払 この家で 、一日遅れで正月を祝 た。年徳の神はこうし 惨めな正月をおく ことになったのである。この話は 「神にさへ此ごとく、貧福のさかいあれば、況、人間 身の上、定めがたきうき世なれば」と結ばれて る。
ここでは、本来人間の貧富を左右するはずの神が逆に人間の貧富によってふるまわされしまう話になって
いる。最後には一応神を のような目にあわせてはいけない いう話にはなっ いるが、結局神の人間化あるいは神の人間への従属という話 ているのであ
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・・・・贈与慣行そのものが、貨幣経済の進展にもかかわらず日本で生き残っているのはなぜかという問題に戻りますと、これは大問題でありまして、貨幣経済と並んで贈与互酬関係も今日まで強く残っています。貨幣経済の展開は時間をかけて徐々に進んだと一応はいえます。貨幣を使う人間は、貨幣の浸透によって分断されることがなく、世 という絆が貨幣を使う主体になったと、一応、私はそういうふうに考えております。どういうことかというと、西鶴の『世間胸算用』などを見れば分かりますように、世間に対する義理は、
貨幣経済の浸透の後も生き残っています。 までもそうですね。たとえば、お葬式のときに香典を持っていきますが、現金でもっていくことは許されない。しかし、のし紙をつけた袋に入れればいい。しかし、これも「御霊前」と書いてあ たり、 「御仏前」と書 てあったりするわけで、結婚のお祝いの場合も、 れぞ
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れの儀礼にふさわしい呪術的なものですが、そういう袋に入れればよろしいわけです。
結婚のお祝いとか、葬式のときの香典は貨幣ですますことができるという点は、ヨーロッパと根本的に違
います。しかし、その場合、貨幣はむき出し は使えないので、のし紙、これはアワビですから、アワビの代用品であるのし紙を付ければよろしい。貨幣そのままでは贈答に用いら ないけれども、そういう形にすれば通 するわけです。貨幣は実質的にもちいられるけれども、のし紙をつけることによって 古来の事実的な人間関係が形の上 は残存します。これを残存させているのは何かというと、世間の約束ごとだと、私は理解しているわけ が、このへん たぶんもっと明
快に答えることができる問題で、まだ答えが未熟だ
と、自分でも理解して
ヨーロッパではそういう経過をたどらなかったのです。貨幣の浸透とともに、日常生活のかなりの部分は
貨幣で賄うことが きるようになりました。人と人 関係を表現する部分について 貨幣 代替すは今でも許されません。 たがっ 、結婚のお祝いにお金をもっていくとか、お葬式 とき 香典にお金を持っていくことはぜったいに許されないことです。
要するに、自分で考えたものを何か贈る場合が多いのです。この違いはどこから来るのかというと、ヨー
ロッパ流の個人が生まれている場合と、ヨーロッパ流の個人が生まれていない場合、つまり世間という集団の中に埋没している場合との違 だ 、私は考えて ます。 　
（ 『ヨーロッパを見る視角』
p.493-494 ）
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